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【手続補正書】
【提出日】平成23年10月20日(2011.10.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体貯槽と、
　該流体貯槽から流体目標に延びる第１の流れ経路と、
　該第１の流れ経路と流体的に相互に接続されるインゼクタであって、該第１の流れ経路
は、取り外し可能に相互に接続される第１の導管部および第２の導管部を備え、該第１の
導管部は、該第２の導管部から流体目標に延び、使い捨てであり、該第２の導管部は、複
数の流体送達処置のために再使用可能である、インゼクタと、
　エネルギ源であって、該第１の導管部の少なくとも一部は該エネルギ源の出力に露出さ
れ、該流体目標から該流体貯槽および該インゼクタに戻るように移動する汚染物の可能性
を低減することが可能である、エネルギ源と
　を備えている、流体送達システム。
【請求項２】
　前記流体貯槽は、造影剤を含む、請求項１に記載の流体送達システム。
【請求項３】
　前記流体貯槽は、複数の流体送達処置に適応させるためにある量の流体を備えている、
請求項１～２のうちのいずれか１項に記載の流体送達システム。
【請求項４】
　前記第１の流れ経路は、少なくとも１つの導管を備えている、請求項１～３のうちのい
ずれか１項に記載の流体送達システム。
【請求項５】
　前記インゼクタは、パワーインゼクタを備えている、請求項１～４のうちのいずれか１
項に記載の流体送達システム。
【請求項６】
　前記インゼクタは、手動注射器を備えている、請求項１～４のうちのいずれか１項に記
載の流体送達システム。
【請求項７】
　前記エネルギ源は、少なくとも１つのヒータを備えている、請求項１～６のうちのいず
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れか１項に記載の流体送達システム。
【請求項８】
　前記エネルギ源は、放射線源を備えている、請求項１～６のうちのいずれか１項に記載
の流体送達システム。
【請求項９】
　前記第１の流れ経路の少なくとも約１３センチメールは、前記エネルギ源からの前記出
力に露出される、請求項１～８のうちのいずれか１項に記載の流体送達システム。
【請求項１０】
　流体貯槽に貯蔵されている流体を送達する方法であって、
　該流体貯槽から該流体の少なくとも一部を排出することを含む第１の排出ステップを実
行するステップと、
　流れ経路を通して第１の流体目標に第１の流体投与量を送達するステップであって、該
第１の排出ステップからの該流体は該第１の流体投与量を含み、該流れ経路は、該流体貯
槽から該第１の流体目標へ延びる、ステップと、
　該流れ経路の少なくとも一部分をエネルギ源出力に露出するステップと、
　該第１の流体目標を該流体貯槽から隔離するステップと、
　第２の流体目標を該流体貯槽に該流れ経路を介して流体的に接続するステップと、
　該流体貯槽から該流体の少なくとも一部を排出することを含む第２の排出ステップを実
行するステップであって、該第２の排出ステップは、該露出ステップの後に実行される、
ステップと、
　第２の流体投与量を該第２の流体目標に送達するステップであって、該第２の排出ステ
ップからの該流体は、該第２の流体投与量を含む、ステップと
　を包含する、方法。
【請求項１１】
　前記流体貯槽は造影剤を含み、それにより、該第１の投与量は造影剤を含む、請求項１
０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記送達ステップは、各々、パワーインゼクタを用いることを包含する、請求項１０～
１１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記送達ステップは、各々、注射器を手動で操作することを包含する、請求項１０～１
１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記露出するステップは、前記流れ経路の前記少なくとも一部分を加熱することを包含
する、請求項１０～１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記露出するステップは、前記流れ経路の前記少なくとも一部分を少なくとも約４０℃
の温度まで加熱することを包含する、請求項１０～１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記露出するステップは、前記流れ経路の前記少なくとも一部分を放射することを包含
する、請求項１０～１３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記露出するステップは、前記第１の投与量を送達する前記ステップ後に実行される、
請求項１０～１６のいずれか１項に記載の方法。
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